
可児市議会だより第 98 号　令和7年（2025年）第３回臨時会・第４回定例会

次年度の予算編成に向けて３つの提言

表紙の写真「未来のナース」（岐阜医療科学大学可児キャンパス看護師体験）あいさん（羽崎）の作品
表紙の写真・イラストを募集中！（詳しくは裏表紙へ）



議会運営委員会

広聴部会広報部会

新たな議会構成が決まりました
第３回臨時会

　８月７日に開催した第３回臨時会において、正副議長の選挙や各委員会の改選などを行い、新たな議会
構成が決まりました。また、伊藤壽議員が監査委員に選任されました。

多
様
な
意
見
を
持
つ
議
員
同
士
で
よ
り
良

い
議
論
が
行
わ
れ
る
よ
う
、
公
平
・
中
立
な

立
場
か
ら
議
員
間
の
連
携
強
化
を
図
る
と

と
も
に
、
身
近
な
議
会
と
い
う
原
点
の
も
と
、

広
報
・
広
聴
、
そ
し
て
小
・
中
学
校
へ
の
出

前
授
業
な
ど
に
も
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

活
力
あ
ふ
れ
る
議
会
活
動
を
目
指
し
多
角

的
に
展
開
し
て
き
た
今
ま
で
の
事
業
を
総

括
・
評
価
し
て
棚
卸
を
行
い
、
新
た
な
活
動

方
針
を
示
し
ま
す
。
委
員
会
活
動
や
一
般
質

問
の
充
実
、
市
民
か
ら
の
請
願
・
陳
情
の
積

極
的
な
提
出
促
進
に
取
り
組
み
ま
す
。

議長  川上 文浩副議長  大平 伸二

　議会を円滑に運営するた
めに協議する委員会です。
　議会のＤＸ化を推進し、
完全ペーパーレス化に向け
た取組みを進めています。
更なる議会活性化に繋げて
いきます。

委 員 長　澤野 伸
副委員長　伊藤 健二
委　　員　亀谷 光
　　　　　川合 敏己
　　　　　山田 喜弘
　　　　　天羽 良明
　　　　　板津 博之
　　　　　髙木 将延
　　　　　渡辺 仁美
　　　　　松尾 和樹

部 会 長　髙木 将延
副部会長　板津 博之
部 会 員    
　亀谷 光　　　伊藤 健二　　野呂 和久
　澤野 伸　　　伊藤 壽　　　渡辺 仁美
　奥村 新五

部 会 長　前川 一平
副部会長　天羽 良明
部 会 員　
　林　 則夫　　冨田 牧子　　川合 敏己
　酒井 正司　　山田 喜弘　　松尾 和樹
　田口 豊和　　酒向 さやか　田上 元一

　「伝える」から一歩進んだ「伝わる」広報へ。
市民の皆さんが読みたくなる紙面や投稿を
意識し、広報紙やSNSなどを通じて魅力的
な情報発信に取り組みます。

可児市議会をより身近に感じてもらえるよう、
連携して広報・広聴活動に取り組みます。

　議会報告会や市民フリースピーチ、子ど
も議会、高校生議会などで市民の皆さんの
意見をお聴きし議会活動に生かします。
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常任委員会
　議案などをより効率的・専門的に話し合うための場です。可児市
議会には、行政の各部門に応じた３つの委員会（議員はいずれかに
所属）と、予算決算委員会の合わせて４つの常任委員会があります。

　市の予算や決算に対する審査を担う委員会とし
て、その役割を果たすため、次年度予算への提言
の精度を高めていくべく、議論を深めていきます。

（※令和６年度決算について審査した内容を４,５
ページに掲載しています。）

　「地域防災力の向上」に引き続き取
り組むとともに、特に自治会未加入者
や外国籍市民への防災対策について、
関係団体との意見交換を実施するな
ど重点的に取り組んでまいります。ま
た、本市の実態に即した農業政策や
更なる自治体ＤＸの推進などについ
て、先進事例を参考にしながら調査
研究を進めます。

　名鉄広見線（犬山-新可児駅間）
の活性化や、脱炭素社会の構築、公
共施設の老朽化、多文化共生などに
ついて、若い世代を含めた市民の皆
さんから意見をお聴きしながら調査
研究を進め、将来世代に負担を残さ
ないよう、課題解決に取り組んでい
きます。

　子どもたちの学びを支える教育環
境の整備や登下校時の熱中症対策を
進めるとともに、高齢者や障がい者
支援を行う民生委員・児童委員や地
域サロンの活動といった福祉の現場
とも連携し、市民の声を丁寧に伺い、
委員会として提案・提言を重ねながら、
市民福祉の向上に努めていきます。

委 員 長　髙木 将延
副委員長　酒向 さやか
委　　員　�議長と監査委員を

除くすべての議員

委 員 長　板津 博之　　委員　亀谷 光　　　髙木 将延　　田上 元一
副委員長　渡辺 仁美　　　　　野呂 和久　　大平 伸二

委 員 長　山田 喜弘　　委員　伊藤 健二　　酒井 正司　　伊藤 壽
副委員長　前川 一平　　　　　川上 文浩　　澤野 伸　　　奥村 新五

委 員 長　天羽 良明　　委員　林　 則夫　　川合 敏己　　酒向 さやか
副委員長　田口 豊和　　　　　冨田 牧子　　松尾 和樹

予算決算
委員会

所管する行政部門
市政企画部

総務部
経済交流部

総務企画
委員会

所管する行政部門
市民文化部

建設部
水道部

建設市民
委員会

所管する行政部門
福祉部

こども健康部
教育委員会事務局

教育福祉
委員会
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予
算
決
算
委
員
会

予
算
決
算
委
員
会  

報
告
報
告

　
市
議
会
に
報
告
さ
れ
た
市
の
決
算

は
、
予
算
決
算
委
員
会
で
予
算
の
使

い
方
が
適
正
で
あ
っ
た
か
を
審
査
し

た
後
、
本
会
議
で
採
決
し
ま
す
。

　
今
回
、
決
算
内
容
な
ど
に
つ
い
て

委
員
か
ら
は
１
０
７
件
の
質
問
が
出

さ
れ
、
審
査
し
ま
し
た
。
本
委
員
会

で
の
質
問
の
一
部
や
討
論
、
次
年
度

の
予
算
編
成
に
向
け
た
提
言
の
内
容

を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

※�

決
算
状
況
な
ど
の
詳
細
は
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。 

令
和
６
年
度
一
般
会
計 

決
算

◆
◆
質
問
と
回
答
◆
◆

　
　
防
犯
カ
メ
ラ
設
置
補
助
事
業
で
、

２
団
体
が
交
付
を
受
け
、
３
台
の
防

犯
カ
メ
ラ
が
設
置
さ
れ
た
。
要
綱
の

設
置
要
件
が
ク
リ
ア
し
に
く
い
と
い

う
声
も
あ
る
。
改
善
の
余
地
は
あ
る

か
。

Q

　
　
防
犯
カ
メ
ラ
の
設
置
に
つ
い
て

は
設
置
目
的
を
明
確
に
し
、
個
人
情

報
保
護
に
配
慮
し
た
管
理
お
よ
び
運

用
が
必
要
で
あ
る
た
め
、
管
理
規
程

を
策
定
し
て
い
た
だ
く
こ
と
を
要
件

と
し
て
い
る
。
今
後
の
申
請
状
況
や

利
用
団
体
の
意
見
を
参
考
に
、
改
善

が
必
要
な
場
合
は
適
宜
対
応
す
る
。

Q  

地
域
ク
ラ
ブ
活
動
に
つ
い
て
、

生
徒
か
ら
の
相
談
体
制
は
ど
の
よ
う

に
な
っ
て
い
る
か
。

A

  　
令
和
６
年
度
か
ら
休
日
の
学
校

部
活
動
に
お
け
る
指
導
の
地
域
移
行

が
本
格
実
施
と
な
っ
た
と
こ
ろ
で
あ

り
、
現
在
は
事
務
局
で
あ
る
文
化
ス

ポ
ー
ツ
課
が
相
談
窓
口
と
な
り
、
随

時
対
応
し
て
い
る
。
事
案
の
積
み
重

ね
を
踏
ま
え
て
、
相
談
体
制
を
整
理

す
る
必
要
が
あ
る
と
感
じ
て
い
る
こ

と
か
ら
、
今
後
、
可
児
市
地
域
ク
ラ

ブ
活
動
推
進
会
議
に
お
い
て
検
討
し

て
い
く
。

　
　
外
国
人
介
護
人
材
受
け
入
れ
に

関
す
る
補
助
金
に
つ
い
て
、
事
業
所

へ
の
周
知
不
足
は
な
か
っ
た
か
。
今

後
も
事
業
を
継
続
す
る
の
か
。

　
　
事
業
開
始
時
に
事
業
所
向
け
の

Ｐ
Ｒ
チ
ラ
シ
を
作
成
し
、
Ｅ
メ
ー
ル

な
ど
で
周
知
し
た
。
令
和
６
年
度
に

は
８
人
の
外
国
人
介
護
人
材
の
受
け

入
れ
申
請
が
あ
り
、
特
別
養
護
老
人

ホ
ー
ム
な
ど
で
働
く
予
定
に
な
っ
て

い
る
。
介
護
人
材
不
足
の
解
決
策
の

一
つ
と
し
て
今
後
も
可
能
な
限
り
支

援
し
て
い
き
た
い
。

AQA

◆
◆
討
論
の
内
容
◆
◆

反対
リ
ニ
ア
中
央
新
幹
線
の
地
上
走
行

予
定
地
に
は
、
民
家
や
荒
川
豊
蔵
資

料
館
が
近
在
し
て
い
る
が
、
防
音
対
策
や

災
害
時
の
救
援
対
策
が
明
ら
か
に
さ
れ
て

い
な
い
上
、
掘
削
後
の
要
対
策
土
は
仮
置

き
場
に
積
ま
れ
た
ま
ま
で
あ
る
。
ま
た
、

取
得
が
任
意
で
あ
る
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
に
健
康
保
険
証
を
紐
づ
け
し
代
用
さ
せ

る
こ
と
に
つ
い
て
混
乱
と
無
駄
が
生
じ
て

い
る
。
市
は
受
給
資
格
確
認
書
を
職
権
で

交
付
す
べ
き
で
あ
る
な
ど
の
理
由
か
ら
、

反
対
。

賛成
歳
入
は
市
税
が
全
体
の
34
・
４
％
を

占
め
、
収
納
率
も
依
然
高
水
準
を
維

持
し
て
お
り
、
安
定
し
た
財
源
確
保
に
努

め
て
い
る
こ
と
が
う
か
が
え
る
。
寄
付
金

額
に
つ
い
て
も
前
年
度
比
約
１
６
３
％
増

の
35
億
７
４
７
万
円
と
な
っ
て
お
り
、
ふ

る
さ
と
応
援
寄
附
金
制
度
を
活
用
し
た
施

策
の
効
果
が
表
れ
て
い
る
と
評
価
で
き

る
。
ま
た
、
歳
出
に
つ
い
て
は
４
つ
の
重

点
方
針
に
基
づ
き
適
正
に
執
行
さ
れ
て
い

る
こ
と
か
ら
、
賛
成
。

設置された防犯カメラ
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後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計 

決
算

◆
◆
討
論
の
内
容
◆
◆

反対
令
和
６
年
度
か
ら
出
産
一
時
金

を
国
全
体
で
約
１
３
０
億
円
負

担
す
る
た
め
、
所
得
割
や
限
度
額
の

引
き
上
げ
が
行
わ
れ
た
。
一
方
で
令

和
６
年
度
の
公
的
年
金
の
改
定
率
は

２・
７
％
増
と
な
っ
た
も
の
の
、
物

価
上
昇
に
よ
り
実
質
年
金
額
は
０
・

５
％
減
と
な
っ
て
い
る
。
年
金
生
活

者
で
あ
る
高
齢
者
の
生
活
を
脅
か
す

制
度
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
反
対
。

賛成
歳
入
は
予
算
を
下
回
っ
て
お

り
、
見
積
も
り
精
度
の
向
上
が

望
ま
れ
る
が
、
決
算
は
黒
字
と
な
り

健
全
に
運
営
さ
れ
た
。
本
市
は
検
診

事
業
な
ど
医
療
機
関
と
連
携
し
病
気

の
早
期
発
見
や
予
防
に
も
取
り
組
ん

で
お
り
、
高
齢
者
が
安
心
し
て
医
療

を
受
け
ら
れ
る
環
境
づ
く
り
が
進
め

ら
れ
て
い
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
賛
成
。

介
護
保
険
特
別
会
計 

決
算

◆
◆
討
論
の
内
容
◆
◆

反対
令
和
６
年
度
の
第
１
号
被
保
険

者
の
介
護
保
険
料
の
基
準
額
は

月
額
５
７
０
０
円
で
、
制
度
開
始
当

初
の
２
倍
と
な
っ
て
い
る
。
介
護
保

険
に
お
け
る
国
庫
負
担
割
合
を
増
額

し
て
被
保
険
者
の
負
担
を
下
げ
る
べ

き
で
あ
る
。
ま
た
、
令
和
６
年
４
月

か
ら
は
訪
問
介
護
の
基
本
報
酬
が
引

き
下
げ
ら
れ
、
訪
問
介
護
事
業
所
の

倒
産
が
増
え
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な

こ
と
な
ど
か
ら
、
反
対
。

賛成
保
険
給
付
が
適
正
に
執
行
さ
れ

た
と
同
時
に
収
納
率
も
上
昇
し

て
い
る
。
ま
た
介
護
保
険
事
業
の
う

ち
一
般
介
護
予
防
事
業
の
一
つ
で
あ

る
ま
ち
か
ど
運
動
教
室
へ
の
参
加
者

が
増
加
し
て
い
る
。
地
域
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー
へ
の
相
談
件
数
も
増
加
し

て
い
る
が
、
こ
れ
は
同
セ
ン
タ
ー
の

認
知
度
が
上
が
っ
た
も
の
と
考
え
ら

れ
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
賛
成
。

　令和６年度の決算審査を踏まえて、事業の検証や予算の拡充など、予算編成に
向けて３つの提言をしました。

１．生活安全推進事業について
　現在、紙で配布している「子ども１１０番の家マップ」について、デジタル化（Ｄ
Ｘ化）の推進と掲載内容の充実を図られたい。それにあたっては関係各所の連携を強
化されたい。

２．公共交通について
　名鉄広見線は新可児 ‐ 御嵩駅間で「みなし上下分離方式」による存続の協議が図
られているが、犬山 ‐ 新可児駅間でも活性化が必要である。鉄道は住民および学生
などの移動ならびに地域経済を支える不可欠な基盤である。行政が主導して利用促進
事業、駅周辺のにぎわい創出、バスなどとの接続強化、近隣自治体との連携推進など、
鉄道の存続と地域活性化のための予算を確保されたい。

３．児童生徒の登下校時熱中症対策について
　児童生徒の登下校時の安全確保のため、あらゆる熱中症対策に必要な予算措置をさ
れたい。それにあたっては、関係各所で連携を強化し、全庁的に取り組まれたい。

令和８年度予算編成へ向けた市長への提言
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常
任
委
員
会

常
任
委
員
会  

報
告
報
告

～
第
４
回
定
例
会
で
の
議
案
審
査
の
内
容
な
ど
主
な
委
員
会
活
動
を
紹
介
し
ま
す
～

　
※
予
算
決
算
委
員
会
の
内
容
は
４
、５
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

委員会の様子は
YouTubeでも
見られます

（議案審査部分のみ）

総
務
企
画
委
員
会

　
整
理
条
例
の
制
定
１
件
、
条
例
の

一
部
改
正
２
件
、
そ
の
他
３
件
に
つ

い
て
審
査
し
ま
し
た
。

　
人
事
院
規
則
の
改
正
に
伴
い
、
関

係
条
例
を
改
正
す
る
も
の
で
す
。

　
　
今
回
の
改
正
で
こ
れ
ま
で
の
働

き
方
と
何
か
違
っ
た
部
分
が
出
て
く

る
の
か
。

　
　
条
例
改
正
す
る
も
の
の
、
実
際

の
運
用
上
は
こ
れ
ま
で
と
何
も
変
わ

ら
な
い
。

市
職
員
の
勤
務
時
間
、休
暇
等
に

関
す
る
条
例
の一部
改
正

QA地
方
公
務
員
の
育
児
休
業
等
に
関

す
る
法
律
の
改
正
に
伴
う
整
理
条

例
の
制
定

　
地
方
公
務
員
の
育
児
休
業
等
に
関

す
る
法
律
の
改
正
に
伴
い
、
関
係
条

例
を
整
理
す
る
も
の
で
す
。

　
　
部
分
休
業
の
承
認
内
容
の
変
更

に
な
る
特
別
な
事
由
と
は
何
を
想
定

し
て
い
る
の
か
。

　
　
配
偶
者
が
負
傷
ま
た
は
疾
病
な

ど
で
入
院
し
た
こ
と
、
配
偶
者
と
別

居
し
た
こ
と
な
ど
、
最
初
に
申
し
出

た
と
き
に
予
測
で
き
な
か
っ
た
こ
と

が
生
じ
た
こ
と
が
そ
の
事
由
と
な
る
。 

建
設
市
民
委
員
会

　
今
定
例
会
で
は
議
案
の
審
査
は
あ

り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
委
員
会
所
管

事
務
に
つ
い
て
の
質
問
事
項
や
報
告

事
項
な
ど
に
つ
い
て
協
議
し
ま
し
た
。

QA再
整
備
工
事
中
の
可
児
市
運
動

公
園
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
つ
い
て

　
　
可
児
市
運
動
公
園
グ
ラ
ウ
ン
ド

の
ネ
ー
ミ
ン
グ
ラ
イ
ツ
に
つ
い
て
、

周
知
期
間
が
短
い
の
で
は
な
い
か
。

　
　
募
集
に
あ
た
っ
て
事
前
に
サ
ウ

ン
デ
ィ
ン
グ
型
市
場
調
査
（
事
業
の

検
討
段
階
に
お
い
て
、
対
話
方
式
に

よ
り
民
間
事
業
者
の
意
見
や
提
案
を

把
握
し
対
象
事
業
の
検
討
を
進
展
さ

せ
る
手
法
）
を
行
っ
た
こ
と
で
周
知

期
間
を
補
え
た
と
考
え
て
い
る
。

　
　
供
用
開
始
時
に
イ
ベ
ン
ト
な
ど

は
計
画
し
て
い
る
か
。

　
　
令
和
８
年
４
月
に
供
用
開
始
を

予
定
し
て
お
り
、
４
月
上
旬
に
オ
ー

プ
ニ
ン
グ
式
典
と
と
も
に
、
子
ど
も

た
ち
を
中
心
に
い
ろ
い
ろ
な
ス
ポ
ー

ツ
を
体
験
で
き
る
よ
う
な
イ
ベ
ン
ト

を
検
討
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

QAQA

教
育
福
祉
委
員
会

　
整
理
条
例
の
制
定
１
件
に
つ
い
て

審
査
し
ま
し
た
。

　
児
童
福
祉
法
な
ど
の
改
正
に
伴
い
、

関
係
条
例
を
整
理
す
る
も
の
で
す
。

　
　
児
童
福
祉
法
な
ど
の
改
正
に
伴

い
、
３
歳
児
か
ら
５
歳
児
ま
で
の
み

を
対
象
と
し
た
小
規
模
保
育
施
設
が

認
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
が
、
保
育

士
の
配
置
基
準
は
ど
の
よ
う
に
な
る

か
。

　
　
３
歳
児
は
園
児
15
人
に
対
し
保

育
士
１
人
、
４
歳
児
と
５
歳
児
は
園

児
25
人
に
対
し
保
育
士
１
人
が
基
準

と
な
る
。
小
規
模
保
育
施
設
は
、
こ

の
必
要
数
に
プ
ラ
ス
１
人
を
配
置
す

る
こ
と
が
定
め
ら
れ
て
い
る
。

児
童
福
祉
法
等
の
改
正
に
伴
う
整

理
条
例
の
制
定

QA

議案第57号議案第58号

議案第59号

整備中の可児市運動公園
グラウンド
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【全会一致で認定・可決された議案】

【全会一致で可決された議案】

番号 件名

認　
定

2 令和 ６ 年度国民健康保険事業特別会計歳入歳出決算
認定

5 令和 ６ 年度自家用工業用水道事業特別会計歳入歳出
決算認定

6 令和 ６ 年度可児御嵩インターチェンジ工業団地開発事業特別会計歳入歳出決算認定

7 令和 ６ 年度土田財産区特別会計歳入歳出決算認定

8 令和 ６ 年度北姫財産区特別会計歳入歳出決算認定

9 令和 ６ 年度平牧財産区特別会計歳入歳出決算認定

10 令和 ６ 年度二野財産区特別会計歳入歳出決算認定

11 令和 ６ 年度大森財産区特別会計歳入歳出決算認定

12 令和 ６ 年度水道事業会計決算認定

13 令和 ６ 年度下水道事業会計決算認定

議

案

52 令和 ７年度一般会計補正予算（第 ３号）

53 令和 ７年度国民健康保険事業特別会計補正予算（第１号）

54 令和 ７年度後期高齢者医療特別会計補正予算（第 １号）

55 令和 ７年度介護保険特別会計補正予算（第 ２号）

56
可児市行政手続における特定の個人を識別するため
の番号の利用等に関する法律に基づく個人番号の利
用に関する条例の一部改正

番号 件名

議案
50 監査委員の選任
51 請負契約の締結

番号 件名

議

案

57 可児市職員の勤務時間、休暇等に関する条例の一部改正

58
地方公務員の育児休業等に関する法律の一部を改正
する法律の施行に伴う関係条例の整理に関する条例
の制定

59 児童福祉法等の一部を改正する法律の施行に伴う関係条例の整理に関する条例の制定

60 固定資産評価審査委員会委員の選任

61 教育委員会委員の任命

62 人権擁護委員候補者の推薦

63 請負契約の締結

64 請負契約の締結

65
岐阜県市町村職員退職手当組合を組織する地方公共
団体の数の減少及び岐阜県市町村職員退職手当組合
規約の変更に関する協議

66 岐阜県市町村会館組合規約の変更に関する協議

67 岐阜県市町村会館組合の解散及び財産処分並びに事務の承継等に関する協議

68 令和 ６ 年度水道事業会計未処分利益剰余金の処分

69 令和 ６ 年度下水道事業会計未処分利益剰余金の処分

70 請負契約の変更

　提出された議案（認定13件、予算４件、条例４件、人事３件、契約３件、その他５件の
合計32件）は、すべて原案のとおり認定・可決されました。

　８月７日に第３回臨時会を会期１日で開催しました。提出された議案（人事１件、契約
１件の合計２件）は、すべて原案のとおり可決されました。

提出された議案と審議結果　　
第３回臨時会（８月７日）

第４回定例会（８月21日～９月26日）

【賛否が分かれた議案】

番号 件名

田
上　
元
一

前
川　
一
平

酒
向
さ
や
か

田
口　
豊
和

松
尾　
和
樹

奥
村　
新
五

大
平　
伸
二

渡
辺　
仁
美

髙
木　
将
延

板
津　
博
之

伊
藤　
　
壽

天
羽　
良
明

澤
野　
　
伸

山
田　
喜
弘

酒
井　
正
司

野
呂　
和
久

川
合　
敏
己

川
上　
文
浩

伊
藤　
健
二

冨
田　
牧
子

亀
谷　
　
光

林　
　
則
夫

認
定

1 令和６年度一般会計歳入歳出決算認定 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 - ● ● 〇 〇
3 令和 ６ 年度後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算認定 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 - ● ● 〇 〇
4 令和 ６年度介護保険特別会計歳入歳出決算認定 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 - ● ● 〇 〇

※〇は賛成　●は反対　　　※議長（川上文浩）は採決に加わらない。
※議案の詳しい内容については、議会ホームページまたは議会事務局窓口にてご覧いただけます。
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YouTubeで一般質問の様子を配信しています。※一般質問の紙面は、質問議員が作成しています。

14の視点  一般質問

多
文
化
共
生
を
さ
ら
に
前
へ

松
まつお
尾　和

かずき
樹

登
下
校
に
お
け
る
熱
中
症
対
策
の

今
後
の
展
望

　
　
登
下
校
時
の
熱
中
症
対
策
に

つ
い
て
、
教
育
委
員
会
は
責
任
範

囲
を
ど
こ
ま
で
と
考
え
て
い
る
か
。

　
　
学
校
は
、
学
校
保
健
安
全
法

第
27
条
に
従
い
、
児
童
生
徒
が
安

全
に
登
下
校
す
る
よ
う
に
指
導
す

る
必
要
が
あ
る
。
ま
た
、
通
常
の

経
路
お
よ
び
方
法
に
よ
り
通
学
す

る
場
合
は
、
学
校
の
管
理
下
で
あ

る
。

　
　
学
校
間
で
対
応
や
ル
ー
ル
に

差
が
あ
る
が
、
全
市
的
な
統
一
方

針
を
策
定
す
る
考
え
は
あ
る
か
。

　
　
国
や
県
の
熱
中
症
対
策
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
を
元
に
、
市
の
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
案
を
作
成
し
、
各
学
校
と

協
議
を
始
め
た
。
今
後
は
こ
の
協

議
を
踏
ま
え
、
市
の
基
準
を
策
定

す
る
。

QAQA危
機
感
・
ス
ピ
ー
ド
感
あ
る
対

応
を

　
　
今
後
の
実
効
性
あ
る
対
策
は
。

　
　
子
ど
も
１
１
０
番
の
家
や
涼

み
処
な
ど
保
護
者
や
地
域
と
の
連

携
、
遠
距
離
通
学
児
童
の
通
学
方

法
の
改
善
、
塩
分
タ
ブ
レ
ッ
ト
の

支
給
支
援
と
い
っ
た
３
つ
の
対
策

を
実
施
す
る
。

　
　
令
和
７
年
度
内
の
補
正
予
算

措
置
ま
た
は
令
和
８
年
度
当
初
予

算
へ
の
反
映
に
向
け
た
具
体
的
な

検
討
状
況
は
。

　
　
遠
距
離
通
学
対
応
な
ど
、
必

要
に
応
じ
て
予
算
措
置
を
検
討
す

る
。

QAQA

冨
とみだ
田　牧

まきこ
子

　
　
本
市
で
は
、
平
成
12
年
以
来
、

多
文
化
共
生
を
推
進
し
て
き
た
。

現
在
の
外
国
籍
市
民
数
、
外
国
籍

児
童
生
徒
数
は
ど
の
く
ら
い
か
。

　
　
本
年
８
月
１
日
の
外
国
籍
市

民
は
９
３
９
２
人
で
、
本
市
人
口

の
約
１
割
程
度
で
あ
る
。
ま
た
、

公
立
小
中
学
校
に
在
籍
す
る
児
童

数
は
６
１
９
人
、
生
徒
数
は
２
９
４

人
で
、
全
児
童
生
徒
数
の
約
11
％

を
占
め
る
。

　
　
本
市
の
多
文
化
共
生
推
進
行

政
を
さ
ら
に
発
展
さ
せ
る
決
意
は
。

　
　
国
籍
や
民
族
の
違
い
に
か
か

わ
ら
ず
、
多
様
な
文
化
や
習
慣
を

持
つ
市
民
が
、
お
互
い
の
多
様
性

を
尊
重
し
合
い
、
誰
も
が
地
域
へ

の
愛
着
と
夢
を
も
っ
て
、
共
に
安

心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
を

進
め
て
い
く
。

QAQA手
話
言
語
条
例
の
制
定
は

　
　
本
年
６
月
に
「
手
話
に
関
す

る
施
策
の
推
進
に
関
す
る
法
律
」

が
施
行
さ
れ
た
。
本
市
と
し
て
、

手
話
言
語
条
例
を
制
定
す
る
考
え

は
な
い
か
。

　
　
現
在
、
手
話
に
関
わ
る
事
業

と
し
て
福
祉
支
援
課
に
は
手
話
奉

仕
員
１
名
の
配
置
、
御
嵩
町
と
合

同
で
手
話
奉
仕
員
養
成
講
座
の
開

催
な
ど
を
実
施
し
て
い
る
。
新
た

に
手
話
に
関
す
る
広
報
や
啓
発
事

業
も
検
討
し
て
い
る
が
、
条
例
制

定
に
つ
い
て
は
考
え
て
い
な
い
。

QA

夏の下校時の遠距離通学児童と
地域の大人

多文化共生センターフレビア
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14の視点  一般質問

み
ん
な
で
つ
く
る

多
文
化
共
生
の
ま
ち
実
現
に
向
け

田
たがみ
上　元

もとかず
一

校
内
教
育
支
援
セ
ン
タ
ー
設
置
の

目
的
・
意
義
は

　
　
校
内
教
育
支
援
セ
ン
タ
ー
を

設
置
す
る
目
的
・
意
義
は
。

　
　
従
来
の
相
談
室
の
機
能
を
充

実
し
、
登
校
で
き
る
も
の
の
教
室

に
入
り
づ
ら
い
児
童
生
徒
の
支
援

を
目
的
と
し
て
お
り
、
学
校
内
で

安
心
し
て
過
ご
せ
る
居
場
所
を
提

供
し
、
不
登
校
の
未
然
防
止
や
初

期
対
応
を
よ
り
効
果
的
に
す
る
こ

と
に
意
義
が
あ
る
。

　
　
こ
れ
ま
で
の
試
行
や
実
践
で

得
ら
れ
た
知
見
と
課
題
は
。

　
　
専
属
の
支
援
員
が
常
駐
す
る

こ
と
で
、
い
つ
で
も
生
徒
を
受
け

入
れ
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
不
登

校
傾
向
に
あ
る
生
徒
の
心
理
的
負

担
が
軽
減
さ
れ
た
。
一
方
で
、
先

行
す
る
ス
マ
イ
リ
ン
グ
ル
ー
ム
な

ど
が
持
つ
ノ
ウ
ハ
ウ
を
、
校
内
教

育
支
援
セ
ン
タ
ー
の
支
援
活
動
に

ど
の
よ
う
に
生
か
し
て
い
く
か
が

課
題
で
あ
る
。

QAQA

　
　
遠
距
離
を
通
学
し
て
い
る
児

童
数
、
距
離
数
は
。

　
　
通
学
距
離
４
キ
ロ
メ
ー
ト
ル

以
上
を
徒
歩
通
学
し
て
い
る
児
童

は
50
名
で
あ
る
。
国
が
示
す
学
校

規
模
の
条
件
に
小
学
校
の
通
学
距

離
は
概
ね
４
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
以
内

と
し
て
い
る
の
で
、
通
学
距
離
が

概
ね
４
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
以
上
と
な

る
通
学
者
に
つ
い
て
は
、
実
態
を

調
査
し
、
通
学
方
法
の
改
善
を
検

討
し
て
い
く
。

登
下
校
時
の
熱
中
症
対
策
は

QA

髙
たか
木
ぎ
　将

まさ
延
のぶ

　
　
外
国
籍
市
民
の
人
口
割
合
が

１
割
に
迫
る
本
市
に
お
い
て
、様
々

な
課
題
が
あ
る
中
、
関
係
各
所
と

連
携
し
て
対
応
で
き
て
い
る
か
。

　
　
外
国
籍
市
民
の
各
種
手
続
き

お
よ
び
相
談
が
迅
速
に
で
き
る
よ

う
、
地
域
協
働
課
に
一
元
的
相
談

窓
口
を
設
置
し
、
国
際
交
流
員
が

支
援
し
て
い
る
。
例
え
ば
就
学
に

お
い
て
は
、
教
育
委
員
会
や
子
育

て
支
援
課
、
市
民
課
と
連
携
を
図

る
な
ど
が
あ
り
、
様
々
な
場
面
に

お
い
て
所
管
課
、
可
児
市
国
際
交

流
協
会
、
名
古
屋
入
国
管
理
局
な

ど
と
連
携
し
適
宜
対
応
し
て
い
る
。

　
　
可
児
市
多
文
化
共
生
推
進
計

画
で
基
本
理
念
に
掲
げ
て
い
る

「
み
ん
な
で
つ
く
る
多
文
化
共
生

の
ま
ち
可
児
」
を
実
現
さ
せ
る
に

は
、
日
本
人
市
民
の
理
解
、
協
力

QA日
本
人
市
民
へ
の
情
報
発
信
は

Q

が
欠
か
せ
な
い
。
日
本
人
市
民
に

向
け
、
正
し
い
情
報
発
信
を
ど
の

よ
う
に
し
て
い
く
の
か
。

　
　
イ
ベ
ン
ト
情
報
を
中
心
に
、

市
広
報
紙
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
Ｓ

Ｎ
Ｓ
で
の
発
信
、
ポ
ス
タ
ー
掲
示

や
自
治
会
回
覧
の
活
用
な
ど
積
極

的
に
行
っ
て
い
る
。
ま
た
、
多
文

化
共
生
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
や
ア
ー

ラ
で
の
演
劇
の
上
演
、
そ
の
後
の

観
客
を
交
え
た
交
流
会
な
ど
の
機

会
を
捉
え
、
よ
り
効
果
的
な
情
報

発
信
に
努
め
て
い
く
。

A

蘇南中学校「ふらっとルーム」

多文化共生フェスティバル
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14の視点  一般質問

犬
の
ふ
ん
放
置
ゼ
ロ
を
目
指
し
て

出
来
る
こ
と
は

天
あもう
羽　良

よし
明
あき

　
　
可
児
市
ポ
イ
捨
て
及
び
ふ
ん

害
の
防
止
に
関
す
る
条
例
第
10
条

に
よ
る
重
点
地
区
の
指
定
と
環
境

美
化
推
進
指
導
員
の
活
動
実
績
は
。

　
　
空
き
缶
な
ど
の
ポ
イ
捨
て
や

飼
い
犬
な
ど
に
よ
る
ふ
ん
害
の
被

害
が
大
き
い
地
域
に
つ
い
て
は
、

自
治
会
の
指
定
希
望
に
よ
り
、
可

児
市
廃
棄
物
減
量
等
推
進
審
議
会

に
諮
り
、
妥
当
性
な
ど
の
判
断
に

よ
り
重
点
地
区
指
定
が
決
定
さ
れ

る
。
現
在
、
19
の
地
区
で
33
名
の

環
境
美
化
推
進
指
導
員
が
活
動
し
、

ご
み
の
回
収
、
ポ
イ
捨
て
指
導
、

ふ
ん
害
指
導
な
ど
に
取
り
組
ん
で

い
る
。
令
和
６
年
度
は
全
体
で
延

べ
１
３
８
８
日
の
活
動
が
あ
り
、

ふ
ん
害
指
導
に
つ
い
て
は
56
件
の

実
績
が
あ
っ
た
。

QA飼
い
主
に
回
収
し
て
も
ら
う
た

め
に

　
　
通
学
路
や
公
道
で
ふ
ん
を
発

見
し
た
ら
、
チ
ョ
ー
ク
で
囲
っ
て

日
時
を
記
入
し
、
飼
い
主
に
注
意

喚
起
と
自
主
的
な
回
収
を
促
す
方

法
が
効
果
的
で
、
他
県
で
広
が
り

を
見
せ
て
い
る
こ
と
を
ど
う
考
え

る
か
。

　
　
い
わ
ゆ
る
イ
エ
ロ
ー
チ
ョ
ー

ク
作
戦
に
つ
い
て
は
、
他
市
の
取

組
み
事
例
も
あ
り
、
一
定
の
効
果

が
あ
る
こ
と
は
確
認
し
て
い
る
。

個
人
や
地
域
で
注
意
し
て
い
た
だ

き
な
が
ら
実
施
し
て
も
ら
う
こ
と

に
問
題
は
な
い
。

QA

移
動
支
援
体
制
の
維
持
と
強
化
を

田
た
口
ぐち
　豊

とよ
和
かず

　
　
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
に

よ
る
福
祉
有
償
運
送
の
事
業
が
今

年
度
末
で
終
了
す
る
。
撤
退
に
よ

り
影
響
を
受
け
る
方
た
ち
へ
の
対

応
策
は
。

　
　
介
護
・
介
助
な
ど
を
必
要
と

す
る
障
が
い
者
や
要
介
護
者
の
移

動
に
は
、
福
祉
有
償
運
送
だ
け
で

な
く
、
一
般
の
タ
ク
シ
ー
事
業
者

の
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
タ
ク

シ
ー
や
、
介
護
福
祉
タ
ク
シ
ー
を

利
用
で
き
る
。
さ
つ
き
バ
ス
車
両

も
車
い
す
に
対
応
し
て
い
る
。

　
社
会
参
加
助
成
券
事
業
に
登
録

し
て
い
る
介
護
福
祉
タ
ク
シ
ー
は
、

市
内
外
に
13
事
業
者
あ
る
。
一
般

の
タ
ク
シ
ー
と
同
等
の
運
賃
で
、

誰
で
も
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
、

そ
の
ド
ラ
イ
バ
ー
は
必
要
な
研
修

を
受
け
て
お
り
、
介
助
や
サ
ポ
ー

ト
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
ま
た
、
電
話
で
予
約
バ
ス
に
つ

QA

い
て
も
、
事
前
相
談
の
上
、
ユ
ニ

バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
タ
ク
シ
ー
の

利
用
が
可
能
で
あ
る
。

　
　
運
行
費
の
一
部
を
助
成
す
る

な
ど
財
政
支
援
の
検
討
は
。

　
　
運
行
費
用
な
ど
へ
の
助
成
制

度
の
創
設
は
現
在
の
と
こ
ろ
考
え

て
い
な
い
。

今
後
の
、
福
祉
有
償
運
送
事
業

者
へ
の
財
政
支
援
は

QA

チョーク作戦の例

R4〜 R6年度福祉有償運送の登録者の内訳
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14の視点  一般質問
「
９
～
11
か
月
児
健
診
」を

実
施
す
る
予
定
は

「
教
職
員
の
不
足
」の
現
状
と

対
策
・
改
善
策
は

野
の ろ
呂　和

かずひさ
久

大
おお
平
ひら
　伸

しん
二
じ

　
　
母
子
保
健
法
で
１
歳
６
か
月

児
と
３
歳
児
の
健
診
が
義
務
づ
け

ら
れ
、
本
市
で
は
マ
ー
ノ
内
の
保

健
セ
ン
タ
ー
で
実
施
し
て
い
る
。

そ
の
他
の
健
診
は
必
要
に
応
じ
自

治
体
が
実
施
す
る
。
乳
児
か
ら
幼

児
へ
成
長
段
階
と
な
る
「
９
～
11

か
月
児
健
診
」
は
全
国
で
約
８
割

の
自
治
体
が
実
施
し
て
い
る
が
、

本
市
で
は
行
わ
れ
て
い
な
い
。
実

施
す
る
予
定
は
な
い
か
。

　
　
本
市
で
は
、
親
子
の
見
守
り

を
早
期
に
行
う
た
め
、「
７
か
月

児
相
談
」
を
行
っ
て
い
る
。
内
容

は
身
体
計
測
と
保
健
・
栄
養
・
歯

科
指
導
な
ど
に
よ
り
月
齢
に
応
じ

た
発
達
確
認
を
行
っ
て
い
る
。
そ

の
ほ
か
対
象
年
齢
を
問
わ
な
い
こ

ど
も
相
談
を
月
２
回
実
施
し
て
い

る
こ
と
か
ら
「
９
～
11
か
月
児
健

診
」
を
行
う
予
定
は
今
の
と
こ
ろ

な
い
。

QA

　
　
本
市
の
小
中
学
校
（
小
学
校

11
校
、
中
学
校
５
校
）
で
「
教
職

員
の
不
足
」
は
あ
る
の
か
。
現
状

は
ど
う
か
。

　
　
７
月
１
日
時
点
で
教
職
員
の

育
休
、
長
期
病
休
、
休
職
、
退
職

者
が
６
人
い
る
。
そ
れ
に
対
し
補

充
は
１
人
で
、
５
人
不
足
し
て
い

た
。
今
後
の
産
休
、
育
休
取
得
者

を
加
え
る
と
補
充
は
８
人
必
要
で
、

補
充
が
な
け
れ
ば
７
人
が
不
足
す

る
見
込
み
で
あ
る
。
年
度
途
中
の

補
充
が
足
り
ず
、
複
数
の
教
職
員

が
不
足
す
る
学
校
で
は
大
き
な
負

担
が
生
じ
て
い
る
。

　
　
教
職
員
の
負
担
軽
減
で
拘
束

時
間
は
改
善
さ
れ
て
い
る
か
。

　
　
今
年
度
４
月
か
ら
７
月
の
教

職
員
の
時
間
外
在
校
等
時
間
の
平

QA教
職
員
の
ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
バ
ラ

ン
ス
の
改
善
は

QA

　
　
全
国
の
医
療
機
関
で
は
無
痛

Ｍ
Ｒ
Ｉ
乳
が
ん
検
診
が
広
が
り
つ

つ
あ
る
。
検
診
の
一
部
ま
た
は
全

額
を
助
成
で
き
な
い
か
。

　
　
市
町
村
が
実
施
す
る
が
ん
検

診
は
「
が
ん
予
防
重
点
健
康
教
育

及
び
が
ん
検
診
実
施
の
た
め
の
指

針
」
で
定
め
た
以
外
の
検
査
は
公

的
な
住
民
検
診
と
し
て
実
施
し
な

い
こ
と
と
し
て
お
り
、
助
成
は
考

え
て
い
な
い
。

無
痛
Ｍ
Ｒ
Ｉ
乳
が
ん
検
診
の
受

診
助
成
は

QA

均
は
小
学
校
で
１
人
当
た
り
約
36

時
間
24
分
、
中
学
校
で
は
約
43
時

間
52
分
で
、
前
年
度
に
比
べ
小
学

校
で
約
２
時
間
36
分
、
中
学
校
で

約
２
時
間
55
分
減
少
し
、
改
善
傾

向
に
あ
る
。
し
か
し
時
間
外
在
校

等
時
間
が
１
０
０
時
間
以
上
の
教

職
員
が
月
平
均
５
人
お
り
、
特
に

教
職
員
に
不
足
の
あ
る
学
校
で
多

い
傾
向
で
あ
る
。
市
と
し
て
は
、

教
職
員
の
負
担
軽
減
の
た
め
、
ス

ク
ー
ル
サ
ポ
ー
タ
ー
78
名
、
業
務

支
援
員
35
名
の
配
置
を
行
う
な
ど
、

教
職
員
の
業
務
支
援
に
取
り
組
ん

で
い
る
。

健康相談の様子

教育委員会事務の
点検・評価報告書
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14の視点  一般質問

可
児
市
消
防
団
の

報
酬
適
正
化
に
つ
い
て

水
泳
授
業
の
外
部
委
託
の

今
後
の
方
針
は

前
まえかわ
川　一

いっぺい
平

板
いた
津
ず
　博

ひろ
之
ゆき

　
　
最
低
賃
金
の
動
向
に
合
わ
せ

た
消
防
団
員
報
酬
の
改
定
は
。

　
　
報
酬
額
は
、
最
低
賃
金
を
保

障
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
で

は
な
く
、
現
状
の
報
酬
額
は
国
が

通
知
し
た
基
準
に
準
拠
し
て
い
る
。

当
該
通
知
は
消
防
組
織
法
に
規
定

す
る
消
防
庁
長
官
の
助
言
、
勧
告

及
び
指
導
で
あ
り
、
法
律
に
基
づ

い
た
通
知
で
あ
る
。
こ
れ
ら
を
踏

ま
え
、
可
児
市
消
防
団
員
の
報
酬

額
を
決
定
し
て
お
り
、
適
切
な
報

酬
額
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

　
　

団
員
や
各
分
団
か
ら
の
意

見
・
要
望
の
実
態
や
既
存
ツ
ー
ル

の
改
善
は
。

　
　
消
防
団
で
は
、
分
団
長
以
上

に
よ
る
幹
部
会
、
部
長
以
上
に
よ

る
役
員
会
を
毎
月
開
催
し
、
こ
の

QA意
見
聴
取
方
法
と
今
後
の
改
善

策
は

QA

　
　
近
年
、
水
泳
授
業
を
外
部
委

託
に
切
り
替
え
る
動
き
が
全
国
的

に
広
が
っ
て
お
り
、
本
市
で
も
既

に
小
学
校
５
校
、
中
学
校
２
校
で

外
部
委
託
し
て
い
る
。
市
内
の
全

小
中
学
校
で
水
泳
授
業
を
外
部
委

託
に
し
た
場
合
、
ど
の
程
度
の
経

費
削
減
に
な
る
と
試
算
し
て
い
る

か
。

　
　
今
後
、
各
学
校
の
プ
ー
ル
を

維
持
し
な
が
ら
水
泳
授
業
を
実
施

す
る
場
合
に
か
か
る
費
用
に
つ
い

て
は
、
プ
ー
ル
の
耐
用
年
数
を
50

年
と
し
て
試
算
す
る
と
、
維
持
管

理
費
、
改
修
工
事
費
、
建
て
替
え

に
か
か
る
費
用
で
約
60
億
９
千
万

円
。
民
間
事
業
者
の
プ
ー
ル
で
50

年
間
水
泳
授
業
を
委
託
す
る
場
合

の
費
用
は
約
30
億
５
千
万
円
と
な

り
、
約
30
億
４
千
万
円
の
経
費
削

減
が
見
込
ま
れ
る
。

QA

中
で
、
問
題
点
や
課
題
な
ど
の
意

見
聴
取
を
行
い
、
団
と
し
て
の
方

向
性
を
出
す
よ
う
運
用
し
て
い
る
。

ま
た
、
直
近
５
年
間
に
４
回
の
ア

ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
、
操
法
大
会

の
中
止
や
年
末
夜
警
の
縮
小
な
ど

を
行
っ
た
。

　
ツ
ー
ル
の
導
入
や
改
善
に
つ
い

て
は
、
有
意
義
な
も
の
が
あ
れ
ば
、

役
員
会
な
ど
の
場
に
提
案
、
協
議

い
た
だ
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　
　
水
泳
授
業
の
外
部
委
託
に
つ

い
て
の
今
後
の
方
針
は
。

　
　
水
泳
授
業
を
外
部
委
託
し
て

い
る
学
校
の
児
童
生
徒
や
教
職
員

に
好
評
で
あ
り
、
他
の
学
校
へ
も

拡
大
し
た
い
が
、
現
状
で
は
受
け

入
れ
可
能
な
民
間
施
設
に
限
り
が

あ
る
。
今
後
に
つ
い
て
は
、
学
校

の
要
望
や
施
設
の
状
況
を
踏
ま
え

て
協
議
し
て
い
く
。

市
内
全
校
の
水
泳
授
業
を
外
部

委
託
に
す
る
可
能
性
は

QA

市消防団出初式後、地元での放水風景

水泳授業の様子
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14の視点  一般質問

子
ど
も
の
命
を
守
る
た
め

登
下
校
の
熱
中
症
対
策
を

ふ
る
さ
と
応
援
寄
附
金

調
達
価
格
の
明
示
を

山
やま
田
だ
　喜

よし
弘
ひろ

　
　
本
市
ふ
る
さ
と
応
援
寄
附
金

に
対
す
る
返
礼
品
の
調
達
価
格
を

公
表
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

　
　
調
達
価
格
に
つ
い
て
は
、
現

在
一
律
に
公
表
せ
ず
、
問
い
合
わ

せ
の
都
度
、
個
別
に
回
答
し
て
い

る
。
そ
の
理
由
は
、
で
き
る
限
り

低
い
寄
付
額
で
返
礼
品
を
提
供
で

き
る
よ
う
、
返
礼
品
事
業
者
と
交

渉
を
重
ね
て
設
定
し
た
価
格
で
あ

る
た
め
で
あ
る
。

　
　
公
表
す
る
デ
メ
リ
ッ
ト
は
何

か
。

　
　
本
市
が
公
表
す
る
こ
と
に
よ

り
、（
同
等
の
返
礼
品
を
扱
う
）

他
自
治
体
の
寄
付
に
影
響
を
与
え

る
懸
念
が
あ
る
。
ま
た
、
一
般
の

小
売
価
格
に
影
響
す
る
こ
と
も
想

定
さ
れ
る
。

QAQAＫ
マ
ネ
ー
の
電
子
化
を

　
　
地
域
通
貨
「
Ｋ
マ
ネ
ー
」
を

電
子
化
し
な
い
の
か
。

　
　
令
和
４
年
に
電
子
化
に
つ
い

て
ア
ン
ケ
ー
ト
を
行
っ
た
と
こ
ろ
、

市
民
の
回
答
率
は
93
・
７
％
、
う

ち
電
子
化
を
希
望
す
る
が
40
％
、

希
望
し
な
い
が
60
％
で
あ
っ
た
。

協
力
店
は
回
答
率
が
19
％
と
低
く
、

電
子
化
に
対
す
る
関
心
の
低
さ
が

浮
き
彫
り
と
な
っ
た
。
金
融
機
関

は
窓
口
業
務
の
負
担
に
よ
り
賛
成

で
あ
っ
た
。
検
討
の
結
果
、
現
時

点
で
は
積
極
的
に
推
進
す
る
予
定

は
な
い
が
、
電
子
化
に
つ
い
て
は

引
き
続
き
研
究
し
て
い
く
。

QA

酒
さこう
向さやか

　
　
公
共
交
通
利
用
な
ど
に
よ
る

登
下
校
補
助
な
ど
、
前
向
き
に
迅

速
に
取
り
組
む
べ
き
で
は
。

　
　
徒
歩
で
４
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
以

上
の
通
学
を
し
て
い
る
児
童
が
市

内
に
は
50
名
い
る
。
対
象
児
童
の

実
数
や
地
区
、
今
後
の
見
通
し
な

ど
を
精
査
し
、
バ
ス
や
タ
ク
シ
ー

の
利
用
な
ど
を
含
め
た
長
距
離
通

学
児
童
の
通
学
方
法
の
改
善
に
つ

い
て
検
討
し
て
い
く
。

　
　
登
下
校
中
に
熱
中
症
を
発
症

し
た
場
合
の
連
絡
手
段
や
、
事
案

を
想
定
し
た
訓
練
の
実
施
は
。

　
　
熱
中
症
を
含
め
た
事
件
・
事

故
へ
の
対
応
に
つ
い
て
は
、
各
学

校
で
通
学
班
ご
と
に
最
寄
り
の
子

ど
も
１
１
０
番
の
家
や
安
全
サ

ポ
ー
タ
ー
な
ど
近
く
の
大
人
に
連

QA万
が
一
の
発
症
に
備
え
日
頃
か

ら
訓
練
お
よ
び
教
育
を

QA

絡
す
る
よ
う
指
導
し
て
い
る
。
熱

中
症
発
生
を
想
定
し
た
訓
練
は
現

在
行
っ
て
い
な
い
が
、
校
長
判
断

に
よ
り
「
命
を
守
る
訓
練
」
の
中

に
盛
り
込
む
こ
と
は
考
え
ら
れ
る
。

　
　
熱
中
症
に
つ
い
て
の
知
識
を

育
む
保
健
教
育
を
。

　
　
保
健
だ
よ
り
を
活
用
し
、
子

ど
も
た
ち
の
理
解
に
つ
な
が
る
指

導
を
行
う
よ
う
、
校
長
会
や
養
護

教
諭
の
集
ま
り
な
ど
で
啓
発
し
て

い
く
。

QA

本市のふるさと
納税返礼品カタログ

自治会協力による
登下校熱中症対策実施例

13　　可児市議会だより　2025.11.1



14の視点  一般質問

本
市
の
上
下
水
道
Ｄ
Ｘ
に
向
け
た

取
組
み
は

全
て
の
学
校
体
育
館
に

空
調
装
置
の
設
置
を

澤
さわ
野
の
　　伸

しん

　
　
上
下
水
道
事
業
の
メ
ン
テ
ナ

ン
ス
に
関
す
る
Ｄ
Ｘ
技
術
の
導
入

状
況
と
今
後
の
展
開
は
。

　
　
漏
水
調
査
の
た
め
、
水
道
管

の
仕
切
弁
な
ど
に
セ
ン
サ
ー
を
設

置
し
て
携
帯
電
波
で
ク
ラ
ウ
ド
に

デ
ー
タ
を
集
約
し
、
Ａ
Ｉ
で
漏
水

を
判
定
す
る
Ｉ
ｏ
Ｔ
遠
隔
漏
水
監

視
シ
ス
テ
ム
を
導
入
し
た
。
下
水

道
管
路
の
管
理
に
は
、
既
存
の
台

帳
シ
ス
テ
ム
と
連
携
し
て
管
路
施

設
に
関
す
る
全
て
の
維
持
管
理
履

歴
を
記
録
・
検
索
・
抽
出
で
き
、

維
持
管
理
の
優
先
順
位
を
簡
易
に

設
定
で
き
る
下
水
道
管
路
管
理
シ

ス
テ
ム
を
導
入
し
た
。
今
後
も
諸

状
況
や
費
用
対
効
果
を
検
証
し
Ｄ

Ｘ
技
術
の
活
用
を
図
っ
て
い
く
。

QAウ
ォ
ー
タ
ー
Ｐ
Ｐ
Ｐ
の
う
ち
官
民

連
携
方
式
導
入
の
見
解
は

　
　
上
下
水
道
の
官
民
連
携
方
式 

（
管
理
・
更
新
一
体
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
方
式
）
へ
の
市
の
見
解
は
。

　
　
官
民
連
携
方
式
は
、
対
象
区

域
内
の
全
て
の
施
設
・
業
務
を
念

頭
に
置
き
、
導
入
を
検
討
す
る
こ

と
が
基
本
で
あ
り
、
本
市
で
は
浄

水
場
や
汚
水
処
理
場
な
ど
の
機
能

が
県
の
施
設
で
あ
る
た
め
、
県
を

含
め
た
広
域
的
な
観
点
で
検
討
・

協
議
が
必
要
で
あ
る
。

QA

伊
いとう
藤　健

けんじ
二

Q　
今
年
も
酷
暑
の
夏
に
な
っ
た
。

学
校
体
育
館
に
冷
房
空
調
装
置
設

置
が
急
が
れ
、
待
っ
た
な
し
で
あ

る
。
今
後
の
計
画
は
。

A　
体
育
館
の
空
調
設
備
に
つ
い

て
は
学
校
環
境
の
充
実
の
た
め
、

ま
た
熱
中
症
対
策
と
し
て
必
要
な

事
業
と
捉
え
、
早
期
に
設
置
す
る
。

令
和
９
年
度
に
全
中
学
校
、
同
10

年
度
に
全
小
学
校
に
導
入
す
る
計

画
で
、
来
年
度
か
ら
実
施
設
計
を

進
め
る
。
学
校
施
設
個
別
施
設
計

画
は
10
月
開
催
予
定
の
市
公
共
施

設
等
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
推
進
会
議
に

諮
る
。

Q　
７
月
に
木
曽
川
河
畔
で
中
学

生
が
お
ぼ
れ
た
。
事
故
を
予
防
す

る
た
め
に「
こ
こ
の
深
み
は
危
険
」

な
ど
の
立
札
を
、
子
ど
も
の
目
線

水
難
事
故
か
ら
、
子
ど
も
た
ち

の
命
を
守
る
た
め
に

に
入
る
階
段
の
入
口
に
立
て
る
よ

う
要
請
で
き
な
い
か
。

A　
階
段
入
り
口
は
、
国
管
理
の

河
川
区
域
内
と
な
る
。
今
回
の
水

難
事
故
を
踏
ま
え
、
国
も
対
応
を

検
討
中
で
あ
る
。
親
水
護
岸
に
子

ど
も
で
も
容
易
に
危
険
を
認
識
で

き
る
よ
う
、
啓
発
方
法
な
ど
に
つ

き
管
理
者
の
国
と
協
議
し
て
い
く
。

水道・下水道布設の整備延長と累積延長

木曽川河畔の親水護岸
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　帝京大学可児小学校６年生の皆さんを迎えて子ども議会を開催しま
した。
　子ども達が議員役、議員が市職員役となり、架空の市の財政難の問
題を解決するため、どの事業を止めるかという議案について、賛成・
反対それぞれの意見を発表してから採決するという模擬議会を体験し
ました。

　可児高等学校で開催された夏のオープンエンリッチ2025へ参加し
ました。この取組みは、地域課題解決に取り組む地域の方々の話を聞き、
可児市について理解を深め探究学習に生かすことや、地域で活躍する
大人の姿から自らのキャリア像を描く参考にすることを目的に、可児
高等学校で毎年実施されているものです。
　議会の仕組みや可児市議会の活動の特徴を説明した後、可児市議会
として取り組んだ事例の紹介や、仮定の議案を用いて採決までの体験
を行いました。

　各地域において、自治連合会と地域の防災士が連携し、
地域の特性に即した防災活動が推進されることを目的に、
DIG（災害図上訓練）という手法を用いた防災講座を可児市
防災の会、わくわく防災ジュニアクラブ岐阜可児と共催で
開催しました。
　講師には、清流の国ぎふ防災・減災センターコーディネー
ターの岩井慶次氏をお招きし、自治連合会役員や地域の防
災士の方などに参加いただきました。
　「DIG（ディグ）」とは、Disaster（災害）、Imagination（想
像力）、Game（ゲーム）の頭文字を取って名付けられたも
ので、参加者が地図を使って防災対策を検討する訓練です。
　地図を囲み、ワイワイと楽しく議論をしながら書き込みを
加えていくことで、災害時の危険箇所や避難の経路などを
共有し、命を守るための具体的な準備を実感することがで
きました。
　今回実施したDIGをはじめとする楽しみながら防災を学べ
る実践的な手法を積極的に取り入れ、地域の特性に応じて
防災訓練として活用していくことで、地域全体の防災意識
の底上げにつながることを強く実感しました。

総務企画委員会　「防災士と自治連合会による防災講座～顔の見える関係づくり～」の開催（８月３日）

子ども議会の開催 （７月８日）

夏のオープンエンリッチ2025への参加 （７月29日）

議会レポート

委員会トピックス

このコーナーでは、議会が行っている活動など
を紹介します。
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Facebook Instagram

　主催団体のＭＣＩＯは、「軽度認知障害（ＭＣＩ）
をＯ（ＯＵＴ＝止める）」という願いを込めて設立
されました。「サロンは女性中心で大人数が苦手な
方もいますが、ＭＣＩＯはそうした方にも来てほし
い」と代表の本荘さんは語ります。今後は誰もが気
軽に立ち寄れる居場所を目指し、活動の輪を広げて
いく予定です。
　参加者からは「楽しかった」「また参加したい」
といった声が多数寄せられていました。参加者が一
体となって軽スポーツに取り組んだこの交流会は、
健康増進はもちろんのこと、地域の絆を深める貴重
な機会となりました。軽スポーツが地域にもたらす
元気と可能性を改めて感じさせるイベントでした。
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　議会広報部会員の山田議員、松尾議員、酒向議員、
前川議員が今渡地区センター体育館で開催された市
民参加型の健康づくりイベント「カローリング交流
会」におじゃましました。
　この催しは、高齢者の認知症予防を目的に発足し
た市民団体「ＭＣＩＯ」が主催したもので、参加者
全員が共に汗を流し、笑顔と活気に満ちた交流の場
となりました。
　イベントはまず、可児市オリジナルの介護予防体
操「Ｋ体操」で幕を開けました。「簡単」「健康」「可
児」の頭文字を持つこの体操は、参加者の心身をリ
ラックスさせ、和やかな雰囲気を作り出しました。
　続いて、チームに分かれ、カローリング対決がス
タート、熱戦を繰り広げました。参加者は当初、距
離感や円盤の扱いに戸惑う様子も見られましたが、
イニングを重ねるごとに目覚ましい上達を見せまし
た。会場には笑い声や応援が飛び交い、和やかであ
りながらも真剣な勝負が展開されました。

チョット おじゃまします
軽スポーツで地域の元気づくり　シリーズ５

「軽スポーツ」とは、一般的なスポーツに比べて体にあまり負担がかからず、気軽に誰もが楽しめるスポー
ツのことです。
　軽スポーツを通して 地域の元気を探るシリーズ 第5弾は「�カローリング」です！
●�カローリングとは・・・カーリングを基にしたスポーツで、フロア（床面）上にストーンを模したキャス

ター付きのジェットローラーという円盤を滑らせて、目標にいかに近付けられるかを競う、子どもから高
齢者まで楽しめる軽スポーツです。1993年に名古屋の企業の社長が考案したもので、シンプルなルール
ながら奥深く、世代を問わず楽しめる点が魅力です。可児市B＆G海洋センターでは可児市内在住・在勤・
在学の方を対象にした用具の無料貸出を行っており、手軽に体験できます。

第５回定例会のお知らせ
11月

28日 開会日（議案説明）

12月
４日、５日 一般質問、議案質疑

９日 予算決算委員会

10日 総務企画委員会

11日 建設市民委員会

12日 教育福祉委員会

19日 閉会日（委員長報告、討論、採決）
※会議は午前9時開会の予定です。
※日程は、都合により変更する場合があります。

くわしく
は議会HP
まで

オンライン
での応募は
こちらから

「可児市議会だより」は環境に
優しい植物油インキを使用しています。

議会活動を　見て・知って

表紙の写真・イラストを募集中！

令和７年度上半期の議会活動をお伝えする番組
「議会のトビラ」をケーブルテレビ可児で放送します。
　　　　　11月８日（土）～11月14日（金）
各日　6：30、10：15、14：00、19：45、23：45　から放送
放送予定

参加者の皆さんとカローリングを楽しみました

今号の表紙「未来のナース」あいさんのコメント
「小学４年生、夏休みに岐阜医療科学大学可児キャンパスの
看護師体験に行ってきました。可児に大学があるの
は子どもたちの未来の選択肢が広がると思います。」
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